
授業の詳細

■実施内容 

「テレビ放送の仕組みについて ~テレビが映るまで~」 

 

授業内容は、放送局から家庭のテレビまでどのように映像が届くのかを学ぶというも

のである。パワーポイント1を使って、授業を進行した。

まず、電波でテレビを見る方法を学ぶ。エリアワンセグ放送の実演を行い、その確認

を行う。実演は、教室内で機材を使ってカメラで撮影した映像を信号に換えて、電波を

飛ばしワンセグ携帯やポータブルテレビに映像を映すという内容である。

次に、ケーブルでテレビを見る方法を学ぶ。電波の届かない地域が日本の世帯の６割

に該当するということを知る。そこでケーブルテレビの仕組みについての VTR を見て、

光ケーブルの実験を行う。

授業を通して、基本的には電波という便利なものを使ってテレビを見ているが、それ

では見ることもできない地域がたくさんある、対策としてケーブルテレビという仕組み

があり、私たちの社会はテレビをどこでも見ることができる、情報を平等に得ることが

できる、ということを児童が学んでいく。

 

■授業のねらい 

１.電波を使って、テレビ局から自宅のテレビに映像が映るまでの、放送の仕組みにつ

いて理解できる。 

２.電波の届かない地域はケーブルテレビで放送が届けられていることを知り、その仕

組みについて理解できる。 

３.放送に携わる人たちの努力によって、私たちの生活が支えられていることを実感す

る。 

 

■授業展開（４５分×１） 

時間 児童の活動 教材・留意点○ 

3分 １.どのように放送局から家のテレビまで映像が

届くのか学ぼう 

○昨日どんなテレビ番組を見たか振り返る

○テレビ番組がどこで作られているか考える 

・NHK 放送局の写真

・ 放送局から千葉の家まで

の距離が示された地図

1
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7分 ２．電波について知ろう

○放送局と家のテレビを東京タワーなどの電波

塔がつないでいることを知る

○電波についての話を聞く 

・アンテナの写真

○クイズで簡単に確認する

 

○ゲストに説明していただく 

10分 ３．実験を通して電波受信でテレビを見る方法を

確認しよう

○エリアワンセグの実験と電波受信でテレビを

見る方法を対応させて考える

○ビデオカメラで撮った映像が機器を通して電

波に変換し、ワンセグ機能付きテレビや携帯

電話で受信して視聴できることを確認する

・エリアワンセグの実験に必

要な機材

◯ゲストから機材や仕組みを

説明していただく

◯電波受信で私たちはテレビ

を見ていることを確認する 

5分 ４．電波が届かない時はどうするのか考えよう 

○電波が届かない地域があることを知る 

○そういった地域でもテレビを見ることができ

るということを知る

・電波が届きにくい地域の図 

○電波受信でテレビを見てい

る世帯は日本の 40%であると

いうことを伝える 

 

 

5分 ５．ケーブルテレビの仕組みを知ろう 

○電波が届かない地域ではケーブルテレビが利 

用されていることを知る 

○ ケーブルテレビの仕組みの VTR を見て、放送

局から家庭まで映像が届く仕組みを、ケーブ

ルを辿って確認する 

○ 映像内のクイズでケーブルテレビ局の特色

（チャンネル、アレンジの違い）を知る

 

・ VTR 

◯クイズで簡単に確認する 

 

 

10分

!!! 

６.実験を通して光ケーブルの特性を知ろう 

○光ファイバーを使って、仕組みを体感する 

○遠い距離から光ファイバーを介してリモコン 

の信号が家庭用テレビに届くのか試してみる 

・光ファイバー（実験用）

・光ケーブル（観賞用）! 



3

5分 ７.まとめ

○私たちは基本的に電波を受信してテレビを見 

ており、電波の届かない地域ではケーブルテ 

レビが利用され、日本全国でテレビ放送を見 

ることができる環境が整っていることを振り 

返る 

○ゲストの話（仕事内容など）を聞く 

○授業の感想を書く

!
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■授業実施概要

１、実施校 埼玉県八潮市立大瀬小学校

〒340-0822 埼玉県八潮市大字大瀬 530‐1

04-8995-9321

２、対象者 5 年 1 組 39 名、5 年 2 組 40 名

３、実施日 11 月 11 日（水）

2 時間目 09:40‐10:25 45 分

3 時間目 10:45‐11:30 45 分

４、場所 同校ランチルーム

５、学校担当者 5 年 2 組担任 稲葉先生

６、コーディネーター NPO 法人企業教育研究会（ACE） 仁科悠一郎

株式会社ブロードネットマックス 辻清美

７、リハーサル 11 月 5 日（木）10:00‐12:00 場所：BNMUX 本社 大会議室

８、設営日 11 月 10 日（火）16：30～ 現地でワンセグ放送設備を設営

場所の確認、消費電力の確認、

光ケーブル実験の確認

９、準備物

ACE：プロジェクタ、パソコン

BNMUX：ワンセグ放送用機材

H.264 エンコーダ、地デジ自主、OFDM 変調器、ビデオカメラ

ポータブル TV、ワンセグ機能付き携帯電話（7 台）

電波を遮るアルミホイルを巻いた段ボール箱

プラスチック光ケーブル

リモコンの赤外線を遮る白いボード
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プラスチック光ケーブルを通すために真ん中に穴を開けた白いボード

学校：スクリーン、マイク、プロジェクタ、

■授業シナリオ

１、実施内容

「テレビ放送のしくみ」

２、授業のねらい

・ケーブルテレビを含む 放送局から家のテレビに映像が映るまでの、放送の仕組みに

ついて理解できる。

・情報通信を支えるしくみ、背景に興味・関心をもつ。

No PPT画面 シナリオ

1 社会科の授業

2 仁科さん自己紹介

みなさん、こんにちは。まず自己紹介をしたいと思

います。私は仁科悠一郎といいます。

千葉県にあるNPO法人企業教育研究会というところ

で働いています。

今日のように学校へ来て出前授業をする仕事をし

ています。

今日はよろしくお願いします。
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3 NHK ニュース

みんなは普段テレビを見ますか。私は昨日の夜７時

にテレビを見ました。

何を見たでしょうか？ ・・・そうです。

NHK のニュースを見ました。

昨日は●●●という事件が大きく取り上げられて

いました。

ちなみにNHKの放送局ってどこにあるか知っていま

すか

東京都渋谷区にあります。

4 NHK 放送局（渋谷）の写真

実は行ってきました。

皆さんも行かれたそうですね。

5 NHK から千葉の家までの距離

さっき私がどこから来たと言っていたか覚えてい

ますか。

そうです！千葉なんです。

東京と千葉って結構離れていますよね。でも私はテ

レビをみることができました。

埼玉に住んでいるみんなもそうだよね。

6 テレビ放送のしくみ

NHK の放送局がある渋谷と千葉の私の家のテレビま

での間はどうなっているか、知っていますか。

ちょっと難しそうだね。
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7 めあて

今日は放送局から家のテレビまでどのように映像

が届けられているのか学んでいきましょう。

8 テレビ放送のしくみ（東京タワー：電波塔の存

在を知る）

テレビを見るには放送局と家のテレビの間にある

ものがあります。それは何でしょう？

A ：富士山 B：東京タワー C：UFO

・・・・・正解は B：東京タワーです

9 テレビ放送のしくみ（電波の存在を知る）

放送局と家のテレビの間には東京タワーがあるこ

とがわかりましたね。

では、放送局と東京タワーと家のテレビをつないで

いるものはなんでしょう。

それは 電波 というものです。

今日は、テレビ放送に詳しい人に来てもらってい

ます。辻さん、自己紹介をお願いします。

10 辻さんの自己紹介

おはようございます。

ブロードネットマックスという会社で働いていま

す、辻清美と申します。

私が働いている会社ではテレビ放送に必要な製品

の開発などを行っています。

今日はよろしくお願いします。
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No PPT画面 シナリオ

11

写真 2

写真 3

写真４

写真５

テレビ放送のしくみ（解説）

仁科：では辻さんにテレビ放送のしくみについて詳

しく説明してもらいましょう。映像は放送局からど

のように届くのですか。

辻：仁科さんが昨日みたニュース映像は放送局で

「電波」にのせてアンテナから送り出されていま

す。

仁科：なるほど。ちなみに最初に見た映像を拡大し

てみると、確かに放送局にはアンテナがあることが

分かります（写真 2,写真 3）。東京タワーではどう

しているのですか。

辻：東京タワー（写真 4）では NHK やフジテレビな

どの放送局から送り出された電波をこのアンテナ

（写真 5）で受け取り、各家庭に向けて今度はこち

らのアンテナ（写真 6）で電波を送り出しています。

このようなタワーを電波塔といいます。

皆さんが中学 2 年生になる 2012 年完成予定の東京

スカイツリーも電波塔なんですよ。高さは何メート

ルが知っていますか？ムサシで 634ｍです。東京タ

ワーの約 2 倍近くあるのですね。

仁科：私は、電波塔から出された電波を家のアンテ

ナ（写真 7）で受信して、テレビを通じて見ている

のですね。
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写真６

ところで、電波ってどういうものなのですか。

12 電波が利用されているもの

辻：電波には「波」という字が使われていますね。

池に石を投げ入れた時にできる波は水の振動です。

音の波は空気の振動です。電波は簡単にいうと電界

と磁界の波です。

電界は静電気をイメージしてもらうと分かるので

すが、電気的な力が及ぶ範囲です。磁界は磁石が引

きつける範囲です。

電界が強くなったり弱くなったりすると磁界が発

生します。

磁界が強くなったり弱くなったりすると電界が発

生します。

強弱のある電界と磁界が次々発生し、空間を波のよ

うに進んでいくのが電波です。イメージできます

か？

電波は電界と磁界の波にのせて遠くに映像や音声

などを届けていることを覚えて帰ってください。
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電波は目で見えないし、触ることもできないし、に

おいをかぐことができません。

正体がつかみにくいものですが、テレビ放送の他に

も、身のまわりで電波は使われているんですよ。

例えばゲーム機。任天堂 DS ではお友達の持ってい

る DS と対戦ゲームをするとき DS と DS の間では電

波が使われています。

そのほか、携帯電話、ラジオ、テレビや飛行機や船

の位置確認、人工衛星などで電波が使われていま

す。

仁科：電波は私たちの社会生活や交通の安全に利用

されるなど、様々な目的で使用されているんです

ね。

No PPT画面 シナリオ

13 放送のしくみを確認しよう（エリアワンセグ実

験）

仁科：では、本当に電波にのせて映像が送られてい

るのか確認してみましょう。

今日は5年○組専用の放送局をあちらに用意しまし

た。

辻：(H.264)この装置でビデオ映像をコンパクトに

します。

（地デジ自主、OFDM）この装置でビデオ映像を電波

のせます。

（アンテナ）この小さいアンテナで送信します。

辻：ビデオカメラで撮影した映像をこれらの装置を

使って電波にして飛ばし、携帯電話やポータルブル

テレビで見てみましょう。

⇒携帯電話とポータブルテレビに映像が映ってい

ることを確認する。
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仁科：携帯電話は電波の届かない場所では使えませ

ん。

携帯電話同様、電波が届かない場所ではテレビも映

りません。

14 電波が届きにくい地域

仁科：日本には、高いビルや山などで電波が遮られ、

電波の届かない場所があります。

15

仁科：これは辻さんの家です。この家にはアンテナ

がありません。

辻さん、テレビは見られるのですか？

辻：普通に見られますよ！

No PPT画面 シナリオ

17 問題提起

仁科：辻さんの家ではアンテナなしでどうやってテ

レビを見ているのでしょう。
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18 クイズ

仁科：辻さんのような家では電波塔と家のテレビを

あるものがつないでいます。それはなんでしょう。

Ａ：ケーブルテレビ局

Ｂ：水道局

Ｃ：郵便局

答えはＡ：ケーブルテレビ局です。

19 ケーブルテレビ局

仁科：ケーブルテレビ局は辻さんの家だけでなく、

沢山の家に向けてケーブルを引いています。

今回は特別にケーブルテレビ局の許可をもらって

取材してきました。

見てみましょう。

20 ケーブルテレビ局の映像（2 分）

受信点

送信

伝送路

家のテレビ

21 ケーブルテレビ

辻：ケーブルテレビはＮＨＫやフジテレビ、日本テ

レビなどの民放の放送を、家にアンテナを設置する

ことなく、楽しめるものです。

ケーブルテレビ局では電波塔などから送信されて

いる電波を家のアンテナの変わりに受信して、ケー
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ブルテレビ局から各家庭にケーブルを使って送信

しています。

No PPT 画面 シナリオ

22 ケーブル

辻：ケーブルテレビ局が各家庭に引いているにケー

ブルには、「光ケーブル」があります。

「光ケーブル」とは「光ファイバー」が何本も束ね

られた線のことです。

（時間があれば実験へ⇒23 へ）

（時間がない場合⇒模型を回して以下を解説⇒

26 へ行く）

光ケーブルの模型を回します。

一番手前に無色透明の線が4本並んでいるのがわか

りますか？これが光ファイバーです。

この模型には24本の光ファイバーが入っています。

この無色透明の光ファイバー１本で、約 200～2000

世帯テレビ放送をカバーしていますから、24 本入っ

ているこの光ケーブルでは約4,800～48,000世帯の

テレビ放送を送信します。

23 光ファイバを体験しよう（実験の説明）

仁科：準備するのはテレビ、テレビのリモコン、光

ケーブルです。

リモコンの前に障害物があるとテレビのチャンネ

ルが変わらないことは、経験上、知っているでしょ

う。
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24 光ファイバを体験しよう（実験）

仁科：ではこの障害物に光ファイバを通します。

光ファイバの片方にテレビのリモコン受信部をあ

て、もう片方をリモコンの先に当て、チャンネルボ

タンを押すとどうなるでしょうか。

⇒チャンネルが変わった！

辻：光ファイバの中をリモコンから発せられた電波

の仲間「赤外線」が通ったことが分かりましたね。

No PPT 画面 シナリオ

25 まとめ

仁科：今までの授業をまとめます。

・放送は電波で運ばれ、家のアンテナで受信してテ

レビを見ている。

・ケーブルテレビはケーブルで電波の届かない場所

に放送を届けている。

ということが分かりましたね。

辻：テレビは様々な番組が見られるテレビは私たち

の生活になくてはならないものです。テレビのほか

にも、ラジオや携帯電話、インターネットも生活に

なくてはならないものです。それを支えているのが

情報通信産業です。

皆さんの普段の生活で、DS や PSP で遊ぶ、携帯電話

でメールをするだけでなく、それはどういう仕組み

なのか、誰が支えているのかということに興味・関

心を持って、これからの学校生活を送って欲しいと

思います。

＜データ＞
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日本の総世帯数：約 5,000 世帯

アンテナを使って直接電波を受信している世帯：約

2000 世帯

ケーブルで接続している世帯：約 3,000 世帯

（ケーブルテレビ約 2,200 世帯、共聴施設：約 800

万世帯）

日本の約 60％の世帯がケーブルでテレビを見てい

ることになります。ケーブルが引けない場所へは衛

星で。

26 ゲストに話を聞こう＋質疑応答

■情報インフラの重要性（26 で解説）

■ブロードネットマックスの仕事内容

ブロードネットマックスはケーブルテレビに必要

な設備（送信器、受信器）の開発、ケーブルテレビ

局から家庭まで引くケーブルの設計や工事、故障が

あってテレビが見られなくなったときにすぐに駆

けつけて直す保守を行っています。

皆さんが水道や電気が使いたいときに使いたいだ

け使えるように、私たちはテレビやインターネット

を皆さんが使いたいときに

使いたいだけ使えるような環境を整えています。

■やりがい

■きっかけ

27 終了

 
 
 
 


